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森 林 の 分 断 化 や 撹 乱 が 、 樹 木 の 繁 殖 に お よ ぽ す 影 響
柴 田 銃 江 、 菊 地 賢 、 吉 丸 博 志 、 田 中 浩 、 舘 野 隆 之 輔 、 松 木 悠 、 井 鷺 裕 司 、 藤 森 直 美 、 中 静 透 他
森 林 の 分 断 化 や 撹 乱 は 、 樹 木 の 局 所 密 度 を 変 え る 一 方 で 、 送 粉 者 や 種 子 食 者 の 活 動 を 変 化 さ せ
る た め 、 樹 木 の 繁 殖 成 功 に も 間 接 的 に 影 響 す る と 考 え ら れ て い る 。 し か し 、 具 体 的 に ど の よ う な
影 響 が あ る の か ま だ 不 明 な 部 分 が 多 い 。 そ こ で 、 送 粉 昆 虫 相 や 分 布 パ タ ー ン の 異 な る い く つ か の
虫 媒 樹 種 に つ い て 調 査 し た 。
対 象 地 : 小 J1 群 落 保 護 林 ( 成 熟 林 ) と 周 辺 の 保 残 帯 ( 断 片 化 林 ) 、 二 次 林 ( 撹 乱 林 )
対 象 樹 種 : イ タ ヤ カ エ デ 、 ハ リ ギ リ 、 ホ オ ノ キ
調 査 :
各 林 分 で の 繁 殖 個 体 の 密 度 ( 樹 木 密 度 ) や 近 接 個 体 間 距 離 を 測 定
対 象 種 の 訪 花 見 虫 調 査
同 種 樹 木 密 度 が 異 な る 個 体 問 で 、
し い な 、 菌 害 、 虫 害 、 充 実 種 子 率 、 自 殖 率 の 推 定 値 、 種 子 サ イ ズ 等 の 比 較
結 果 と 考 察 :
イ タ ヤ カ エ デ と ホ オ ノ キ で は 、 樹 木 密 度 が 高 い ほ ど 受 粉 率 が 高 い 一 方 で 、 他 殖 率 や 種 子 サ イ ズ
の 低 下 が 見 ら れ た 。 こ れ ら の 樹 種 で は 、 樹 木 密 度 が 高 い と 花 粉 制 約 が 軽 減 さ れ 受 粉 率 は あ が る が 、
生 産 さ れ る 種 子 の 質 は 必 ず し も 良 く な い こ と に な る 。 そ れ に 対 し て 、 ハ リ ギ リ で は 、 樹 木 密 度 や
近 接 個 体 間 距 離 に よ る 受 粉 成 功 の 違 い は み ら れ な か っ た 。
イ タ ヤ カ エ デ の 主 な 訪 花 者 は 、 ハ ナ ア ブ 、 や ノ 、 ェ 類 、 小 型 ノ 、 ナ パ チ だ 、 っ た 。 ホ オ ノ キ で は そ れ ら
に 加 え 甲 虫 類 と マ ノ レ ハ ナ パ チ も 訪 花 し て い た 。 ハ リ ギ リ で は ミ ツ パ チ が 主 な 訪 花 者 だ っ た 。 受 粉
に つ い て の 樹 種 間 の 反 応 の 違 い は 、 訪 花 昆 虫 の う ち 有 効 な 送 粉 者 と し て 働 く 昆 虫 の 豊 富 さ や 行 動
特 性 、 開 花 期 間 を 反 映 し た も の と 考 え ら れ る 。 そ こ で 現 在 、 受 粉 へ の 影 響 メ カ ニ ズ 、 ム を 明 ら か に
す る 有 効 な 手 段 と し て 、 訪 花 見 虫 の 体 表 花 粉 の 分 析 を 進 め て い る 。
イ タ ヤ カ エ デ と ホ オ ノ キ で は 、 樹 木 密 度 が 高 い ほ ど 種 子 の 虫 害 率 や 菌 害 率 が 高 く な り 、 ハ リ ギ
リ で は 葉 の 菌 害 率 が 高 く な っ た 。 そ し て 、 葉 の 菌 害 率 が 高 い ハ リ ギ リ 個 体 ほ ど 種 子 生 存 率 が 低 く
な っ た 。 こ の よ う な 密 度 依 存 的 な 種 子 死 亡 の た め 、 最 終 的 な 種 子 充 実 率 は 、 異 な る 樹 木 密 度 間 で
そ れ ほ ど 大 き く 変 わ ら な か っ た 。
森 林 の 分 断 等 に よ っ て 樹 木 が 孤 立 化 し た 場 合 、 交 配 個 体 数 の 減 少 や 送 粉 昆 虫 の 活 動 低 下 な ど に
よ っ て 繁 殖 成 功 が 低 下 す る と い わ れ て い る が 、 今 回 の 結 果 を み る 限 り 、 こ れ ら の 樹 種 に つ い て は 、
あ る 程 度 孤 立 化 し て も そ れ ほ ど 大 き な 負 の 影 響 は な い と 考 え ら れ た 。 逆 に 撹 乱 等 に よ っ て 樹 木 密
度 が 高 く な っ た 場 合 で は 、 密 度 依 存 的 な 死 亡 や 種 子 の 質 低 下 な ど に よ り 繁 殖 成 功 は 抑 制 さ れ る と
予 想 さ れ る 。 こ の よ う に 、 送 粉 昆 虫 や 種 子 食 昆 虫 な ど と の 相 互 作 用 に よ っ て 、 樹 木 密 度 の 増 減 に
よ る 繁 殖 へ の 影 響 は 緩 和 さ れ る と 考 え ら れ る 。
し か し 、 こ の 結 論 は 3 樹 種 の 短 期 的 な 調 査 結 果 か ら に す ぎ な い 。 繁 殖 の 時 間 空 間 ス ケ ー ル や 繁
殖 に 関 わ る 生 物 間 相 互 作 用 の パ タ ー ン は 樹 種 に よ っ て 様 々 で あ る 。 森 林 の 分 断 化 や 撹 乱 が 、 樹 木
の 繁 殖 や 森 林 の 更 新 に お よ ぼ す 影 響 を 評 価 す る た め に は 、 様 々 な 送 粉 タ イ プ や 分 布 特 性 を も っ 樹
種 に つ い て 、 影 響 メ カ ニ ズ ム を 明 ら か に す る と と も に 、 繁 殖 成 功 の 帰 結 を 長 期 的 に 検 討 し て い く
必 要 が あ る 。
2 5  
